
 

高校の説明会に参加しよう 

シリーズ「先生たちの経験を伺う②」 

 

 

 

 

 

2023 年度 第 9 号 

2023.6.12（月） 

札幌市立札苗北中学校 

進路係 発行 

日時 学校名・会の名称 対象 申込方法 締切など 

6/17（土）他 

毎週末 

飛鳥未来・飛鳥未来きずな高等学校 

オープンキャンパス 

生徒・ 

保護者 

HP から各自で 

 

随時 

6/24（土） 

25（日） 

鹿追高等学校 

札幌説明会 

生徒・ 

保護者 

HP から各自で 

 

予約もできるが 

当日参加も可能 

このお便りは保護者の方も必ずお読みください。 

６組担任の 渡部直子先生の場合 

Ｑ１ 中学生の時、自分の進路をどのように考えていましたか？ 

Ａ 保育士さんか医療関係の仕事をする人になりたいと考えていました。 

Ｑ２ 教師になろうと思ったのは？ 

Ａ 大学の教職課程で教育原理を教えていた教授の話がおもしろかったからです。元中学校教諭で、子どもたちの発達につい

ていろいろ話してくださり、興味をもちました。 

Ｑ３ 他の仕事の経験はありますか？ 

Ａ 最初のアルバイトはファストフード。時給 520 円で、お金を稼ぐことの大変さを知りました。一番楽しかったのはディズ

ニーランドの照明係。アドベンチャーランドレビューというショーを担当し、30 分のショーの音楽と演者の動きを覚え

て正しいタイミングで正しい色の光を正しい場所に当てるのが難しかったです。でも、とてもいい思い出になりました。 

国語科の
 棗 五郎先生の場合 

Ｑ１ 中学生の時、自分の進路をどのように考えていましたか？ 

Ａ (中１)できもしないのにテレビの影響でプロ野球選手になりたいと思っていた。 

(中２)陸上競技に目覚め、将来の目標などあまり考えずに陸上をしたいと思うようになった。 

(中３)陸上とともに大学進学の希望があったので、いわゆる進学校を目指していた。 

Ｑ２ 教師になろうと思ったのは？ 

Ａ 高校時代は陸上の特待生で、大学に行って卒業後は実家の長崎に戻り、高校の体育教師になることを思い描い

ていた。しかし大怪我をしてしまい、その後遺症で最も大事な大会で結果が出せず、夢は絶たれた。その後の

大学受験も失敗し、やむなく浪人することに。浪人中、東京での予備校時代、代々木ゼミナールの古典の授業

がとにかく面白くてわかりやすく、その影響で得意でもない国語教師を目指すようになった。 

Ｑ３ 他の仕事の経験はありますか？ 

Ａ 学生の頃はセブンイレブンで、就職浪人中は広告会社やパブでアルバイト。その後、美容関係の総合商社にて

大阪で営業を５年（今も関西弁が出るのはそのせい）、売り上げが出せずノルマを達成できない時は、数字を

出すまで本社に戻るな！と言われ３週間以上出張が続いた（辛かった）。でも今となっては良い経験です。 


